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2016～2017年度 
八幡西ロータリークラブ 

週   報 

国際ロータリーのテーマ 

「人類に奉仕する  
     ロータリー」 

RI 第2700地区 富田英壽ガバナーのメッセージ 

   「基本に返って、魅力あるロータリーに」 
会長 江戸 達也 会報委員会 
副会長 吉田 総次郎 三島 靖男 木原 隆夫 高嶋 雅樹 
幹事 高橋 良知 福田  学  神尾 康生 梛野 晴司 

創立： 1967年６月２日   例会：毎週金曜日 12時30分       例会会場： 千草ホテル 

１．君が代斉唱 

２．ロータリーソング  " われら日本ロータリアンの歌 " 

３．来客紹介 

４．出席状況の報告 

５. 会長の時間 

６．各委員会報告 

７．ニコニコボックスの報告 

８．幹事報告  

９．年次総会開催 （2017～2018年度 理事・役員の選出）  

  

 

   幹事報告           幹事 高橋 良知 

１）ロータリーレート変更のお知らせ 

  12月１日より、１ドル・106円に変更（従来、102円） 

２）例会臨時変更のお知らせ 

 ★八幡南RC 

  ①12月15日（木）18:30～ホテルクラウンパレス北九州 

  ②12月22日・12月29日・１月５日（木）は休会 

 ★若松中央ＲＣ 

  ①12月21日（水）19:00～ぶどうの樹 

  ②１月28日と１月４日（水）は休会 

  ③１月11日（水）18:30～料亭 金鍋 

  ★若松ＲＣ 

  ①12月26日（月）18:30～ステーションホテル小倉 

  ②１月16日（月）の例会→ 11日（水）18:30～料亭金鍋 

  ③１月30日（水）18:30～場所未定 

  ④２月27日（月）は休会  

 

    誕生祝い               

  

本日の例会 （12月２日） 

次回の予告 （1２月 ９日） 

前例会の記録 （11月25日） 

＜例会食事カロリー＞                    930 Kcal      

＜出席報告＞ 会員数  56名 

 当日の出席者                45名 

 ゲ ス ト／ビジター数            0／1名 

 会員出席率                81.82％ 

 １１月１１日の修正出席率   94.34 ％ 

＜ビジター＞                    村上紀章君（小倉西）  

″クラブアッセンブリー″（各委員会、上半期活動実績
報告及び下半期への展望） 各委員長報告 

     村山大成 

  還暦となり、これから２週目に入ります。50歳で宣言し
た禁煙は続いています。60歳の目標を考えましたが、野
球や英語力の向上、体重削減といったことしか思いつき
ません。むしろ、今の思いは、家族や皆さんが元気で
ずっといられますように、そして、これからも自分らしく生き
ていくことを胸に秘めて頑張っていきたいとの思いです。 

 

 

 

 
 
 

 高嶋雅樹 

 八幡西RCに入って16回目のお祝い、ありがとうございま
した。20歳で禁煙に成功せず喫煙歴が長くなっています。
大学の同級生がぽつりぽつりと亡くなっており、私もこん
な体形ですのでいつぽっくりいってもおかしくありません。
毎日楽しく悔いなくいきたいと思っていますので、皆さま
どうぞよろしくお願いいたします。 

     会長の時間         会長  江戸 達也  

 

  

 

 

 

 

本日は、皆様にお願いでございます。来年はロータリー
財団100周年であり八幡西クラブより岩崎君が地区財団
委員長として活躍されています。我がクラブのニコニコ
ボックスは、特別会計として扱われており、それをロータ
リー財団への拠出金とするように予定しておりますが、現
時点での累計では若干厳しい状況です。  

 今後も会員の皆様のさらなるご協力をお願いします。 



‐ IDMの報告 楽しみにしています。 
                    正木、篠﨑、髙橋、伊豆、永吉、奥田   
    江戸、曽我部、江﨑、安東、是此田、浜崎、藤村 
 谷、太田（吉）、神尾（榮）、井上、小嶋、三島の諸君 

‐ 昨日、八幡税務署の前野署長より表彰されました。あ
りがとうございます。その時頂いた記念品を開けて
びっくり24金の菊の御紋の入った朱肉です。ありがた
や、ありがたや！                  岸野君 

‐ ハリウッドスター金久保さんにはかないませんが、
NHK北九州ニュースで私の作品が紹介されました！ 
                            有松君 

‐ 誕生自祝  梛野さんお世話になりました。ありがとう
ございました。                   村山君  

‐ 誕生自祝                      高嶋君 

  

卓話 

ニコニコボックス 

    委員会報告等 

（１） 50周年記念事業委員会  委員長 吉田 総次郎 

 記念事業についてのアンケートをお配りしています。50
周年事業をより意義あるものにするために、記念講演会・
祝宴とは別に、史跡保存積立金の最善活用策について
皆さまのアイデアをお待ちしております（ただし、史跡保
存の概念にとらわれる必要はありません）。 

 

（２）親睦委員会       委員長 有松 稔晃 

 忘年家族会の出欠簿を回しています。奮ってご参加く
ださい。    

  「 Ｉ・Ｄ・Ｍの報告：周年行事を盛り上げよう」 

 

 

 

 

 

                

Ａ班： 11月17日 祐の輪にて        海田 宏顕 

 

 各自の役割を再認識しましょう、式典の当番等、自分の
役割を認識していない方もおられるので、まずは自分の
役割を認識することから始めましょう。そして、積極的に参
画する意識をもって、それぞれの責任を全うしましょう。 

 イベント： 例えば、写真を使って昔と今を比較する等、
懐かしく半世紀を振り返るような企画はいかがでしょうか。 

  

Ｂ班： 11月7日 栄都屋にて         神尾 康生 

 

 情報の共有化： 各委員会の進捗状況の積極的なアナ
ウンスがあれば、会員の参加意識がさらに高まると思うの
で、お願いしたいと思います。 

  祝宴への招待者： 50年間支えてくれた元会員に謝意
を表し、また、ご子息等のRC加入への動機づけも促すた
め、親族を祝宴に招待する案（波多野君発案）は、賛成
意見が多かった。 

  テーマ：青少年の将来、または、これからの50年という
視点が弱くなったため、テーマを再考することが必要では
ないかという話題になった。 

  レガシー（遺産）：心に残るものだけでなく、 50周年記
念で形に残したものもあるといい。例えば会員間の情報
共有にも役立たせる形でホームページを開設。 

  

Ｃ班： 11月11日 リンドマールにて      篠崎 文保 

 

 親睦委員会の内祝会の企画、ゴルフ優勝者、波多野さ
んの身体能力、おやじバンドへの溝上さんの参戦、野球
では荒井さん・徳丸さんバッテリーは阪神タイガースを超
えたこと、北九州マラソンで赤田さんがアレンジを進めて
いること、30周年・40周年の思い出、 50周年の来賓等と
してOB会員を招待すること、記念事業の講演をケント・ビ
ルバート氏に依頼したこと、事務局の村上さんのおかげ
であること、50周年記念事業という題目だけで、大変、会
話もお酒も楽しむことができました。既に50周年は盛り上
がっています。 

  

Ｄ班： 11月15日 祐の輪にて        太田 吉彦 

 

 先日の内祝会が大変盛り上がったという共通認識から、
来年の50周年事業に向けて良い流れができていること、
そして、この流れに乗っていく思いを共有化しました。 

 また、メンバー間の親睦・交流をさらに深め、長きにわ
たって会員を続けたいクラブであるための仕組みして、同
好会の強化、例えば、麻雀・将棋・囲碁といった脳の活性
化にも役立つ会や旅行同好会の復活についても話し合
いました。 

  

Ｅ班： 11月11日 満腹村にて        永吉 大祐 

 

  I・D・Mを開催した満腹村では、ビールのラベル及び箸
袋に会の名前や指定したメッセージを記載したものを
使っていました。50周年の祝宴でも同じように専用のラベ
ルを作成するアイデアが出ました。 

 50周年の式典・祝宴では、来賓の方々への配慮を忘れ
ないことは当然ですが、我々自身が楽しいと思える内容
であることが、会が盛り上がる原動力であるという意見、イ
ンターアクト生と共にチアリーディングもお願いするのは
どうかという意見もありました。 

 また、記念誌については、50周年に実施した内容がわ
かるような記念誌が良いとの意見がありました。 

  ところで、 I・D・Mって「いつも脱線するミーティング」by 
金久保君。 

  

Ｆ班： 11月9日 朝菜夕魚にて        大坪 隆 

 

 内祝会を経て皆の意識は盛り上がっています。とはい
え、残り半年、高い意識を維持できるか不安もあるため、
もう一度気を引き締めてもらう意味でも、今回のI・D・Mが
企画されました。 

 50周年事業については、現時点では会員全員に内容
が周知されていないため、各委員会の委員長に卓話等
の中で、進行状況を説明してもらいたいと思います。 

  30周年と40周年では来賓人数に大きな差がありました。
50周年の方針をまとめることが必要であること、若いメン
バーが複数の委員会を掛け持ちにしているので新入会
員が振り回されないように指示系統を再明確にすること等
を話し合いました。 


